


iii

はじめに

　は
じ
め
に
─
─
「
不
登
校
ゼ
ロ
」
は
、
本
当
に
よ
い
こ
と
な
の
か

　

子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
声
が
こ
だ
ま
す
る
学
校
は
素
敵
で
す
。
学
校
で
の
研
修
や
調
査
等
で
、
幼
稚
園
か
ら

高
校
ま
で
行
く
機
会
が
多
い
の
で
す
が
、
ど
ん
な
に
疲
れ
て
い
て
も
、
子
ど
も
た
ち
の
「
澄
ん
だ
瞳
」
と
「
明

る
い
笑
顔
」
に
接
す
る
と
元
気
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
日
本
だ
け
で
な
く
、
海
外
で
も
同
じ
で
す
。
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
の
オ
ウ
ル
市
で
、
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
の
先
生
の
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、
一
カ
月
間
、

総
合
学
校
（
小
・
中
一
貫
校
）
で
授
業
観
察
や
授
業
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
き
、
子
ど
も
た
ち
の
澄
ん
だ
瞳
と

笑
顔
に
何
度
も
救
わ
れ
ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
メ
ル
ボ
ル
ン
市
の
小
学
校
に
調
査
に
行
っ
た
と
き
も
、

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
遊
ぶ
だ
け
で
海
外
調
査
の
疲
れ
が
癒
さ
れ
ま
し
た
。

　

調
査
訪
問
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
学
校
に
は
、
日
本
で
も
海
外
で
も
、
五
つ
の
共
通
の
要
因
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
め
は
校
長
先
生
の
理
解
が
あ
る
、
二
つ
め
は
先
生
同
士
の
協
働
性
が
あ
る
、
三
つ
め
に
先
生
た
ち
が
自
然

体
で
あ
る
（
よ
い
と
こ
ろ
も
悪
い
と
こ
ろ
も
オ
ー
プ
ン
）、
四
つ
め
は
先
生
た
ち
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
か
ら
も
、
気

持
ち
の
よ
い
挨
拶
が
返
っ
て
く
る
、
五
つ
め
は
学
校
が
き
れ
い
で
あ
る
こ
と
で
す
。
逆
に
考
え
る
と
、
調
査
や
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学
校
訪
問
を
断
る
学
校
は
、
前
述
の
五
つ
の
要
因
の
ど
れ
か
が
足
り
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
学
校
の
要
因
、

改
善
の
視
点
に
つ
い
て
は
、
第
２
章
│

３
で
詳
述
し
ま
す
）。

　
「
不
登
校
児
童
生
徒
を
ゼ
ロ
に
す
る
方
法
」
は
、
長
期
的
に
考
え
る
と
難
し
い
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
ま
ま
少
子
化
が
続
く
と
、
や
が
て
子
ど
も
た
ち
は
ゼ
ロ
に
な
り
、
必
然
的
に
不
登
校
児
童
生
徒
は
ゼ
ロ
に
な

り
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
イ
ヴ
ァ
ン
・
イ
リ
イ
チ
が
提
唱
し
た
「
脱
学
校
論
」
の
徹
底
で
す
。

つ
ま
り
、
学
校
制
度
か
ら
脱
却
し
、
内
発
的
動
機
付
け
を
土
台
と
し
た
独
学
を
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
現
代
的
に

ア
レ
ン
ジ
す
る
と
、
学
校
と
い
う
物
理
的
建
物
を
な
く
し
、
Ｉ
Ｔ
を
駆
使
し
て
ネ
ッ
ト
環
境
の
中
で
学
校
を
構

築
し
、
家
で
学
習
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
ほ
う
が
、
教
育
予
算
も
か
か
ら
ず
に
、
不
登
校
も
い
じ
め
も
教
師

の
う
つ
も
、
保
護
者
の
ク
レ
ー
ム
、
そ
し
て
、
子
ど
も
の
自
殺
も
な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
不
登
校
児
童
生
徒
を
ゼ
ロ
に
す
る
」
こ
と
を
目
標
と
し
た
り
、
そ
れ
を
自
慢
す
る
校
長
先
生
が
い
た
り
し

ま
す
。
そ
れ
は
、
不
登
校
や
不
登
校
傾
向
の
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
に
有
形
無
形
の
圧
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

担
任
が
不
登
校
の
子
ど
も
を
迎
え
に
行
っ
た
り
、
毎
日
学
校
に
来
る
よ
う
に
電
話
を
か
け
ま
す
。
担
任
が
電
話

を
か
け
て
も
学
校
に
来
な
い
場
合
は
、
校
長
が
保
護
者
に
電
話
を
か
け
た
り
し
ま
す
。「
熱
心
」
で
あ
れ
ば
あ

る
ほ
ど
、
登
校
刺
激
を
繰
り
返
し
ま
す
。
そ
れ
は
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
に
と
っ
て
、
本
当
に
「
刺

激
的
」
で
あ
り
、
最
悪
の
場
合
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
悲
劇
を
生
み
ま
す
。
そ
の
最
た
る
例
が
、
い
じ
め
自
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はじめに

殺
で
す
。
二
〇
一
五
年
七
月
五
日
岩
手
県
矢
巾
町
中
学
二
年
生
、
二
〇
一
一
年
十
月
十
一
日
滋
賀
県
大
津
市
中

学
二
年
生
、
二
〇
〇
六
年
十
月
十
一
日
福
岡
県
筑
前
町
中
学
二
年
生
、
二
〇
一
〇
年
十
月
二
十
三
日
群
馬
県
桐

生
市
小
学
校
六
年
生
…
…
。
こ
の
子
ど
も
た
ち
が
も
し
不
登
校
に
な
っ
て
い
た
ら
、
尊
い
生
命
は
守
ら
れ
た
は

ず
で
す
。
大
き
な
悲
し
み
と
強
い
憤
り
を
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
学
校
に
行
か
な
い
権
利
が
あ
る
こ
と
を
強

調
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
不
登
校
を
是
認
す
る
わ
け
で
も
、
登
校
刺
激
が
悪
い
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
一
つ
ひ
と
つ
の
ケ
ー
ス
を
、
し
っ
か
り
と
見
極
め
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

　

二
〇
一
五
年
九
月
に
は
、
児
童
生
徒
の
自
殺
特
異
日
が
あ
る
こ
と
へ
の
警
鐘
が
マ
ス
コ
ミ
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
、
新
学
期
の
始
業
式
前
後
が
要
注
意
で
あ
る
こ
と
が
喧
伝
さ
れ
ま
し
た
。
不
登
校
や
い
じ
め
、
自
殺
な
ど
、

事
後
対
応
で
は
な
く
、
事
前
対
応
、
つ
ま
り
予
防
が
な
に
よ
り
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

人
間
が
二
人
以
上
集
ま
る
と
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
す
。
そ
の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
、
子
ど

も
た
ち
は
「
何
を
学
ぶ
か
」、
教
師
か
ら
す
る
と
「
何
を
学
ば
せ
る
か
」
が
大
切
で
す
。
そ
の
前
提
と
し
て
学

校
は
「
安
心
・
安
全
な
場
」
で
あ
り
、
生
命
が
保
障
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
学
校

に
行
っ
て
学
ぶ
こ
と
は
「
権
利
」
で
あ
り
、
教
育
行
政
や
学
校
・
保
護
者
は
子
ど
も
た
ち
を
学
ば
せ
る
「
義

務
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
権
利
と
義
務
の
条
件
は
、
学
校
が
「
安
心
し
て
学
べ
る
場
所
」
で
あ
る
こ
と
で
す
。

不
登
校
児
童
生
徒
ゼ
ロ
は
、
目
標
で
は
な
く
、「
結
果
と
し
て
の
ゼ
ロ
」
な
の
で
す
。
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本
書
で
は
、
不
登
校
を
少
し
で
も
減
ら
し
て
い
く
た
め
、
不
登
校
を
ど
の
よ
う
な
文
脈
で
理
解
し
、
支
援
し

て
い
く
の
か
、
臨
床
心
理
学
・
精
神
医
学
的
な
理
解
と
具
体
的
な
支
援
の
方
法
を
、
各
章
で
論
じ
て
い
ま
す
。

　

我
が
子
が
不
登
校
に
な
っ
た
と
き
の
親
の
悩
み
は
と
て
も
深
い
も
の
で
す
。
ま
た
教
師
や
Ｓ
Ｃ
は
、
予
防
教

育
を
は
じ
め
、
不
登
校
に
な
っ
た
と
き
の
早
期
対
応
・
専
門
機
関
と
の
連
携
な
ど
、
子
ど
も
や
保
護
者
へ
の
具

体
的
支
援
が
必
要
で
す
。
学
校
や
教
師
は
、
年
度
単
位
で
時
間
的
区
切
り
が
あ
り
ま
す
が
、
不
登
校
児
童
生
徒

本
人
や
親
に
と
っ
て
は
、
人
生
と
い
う
長
い
ス
パ
ン
の
問
題
で
す
。

　

本
書
が
少
し
で
も
お
役
に
立
て
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
二
〇
一
六
年
二
月

増
田
健
太
郎　
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2

不
登
校
児
童
生
徒
の
実
態

●
不
登
校
児
童
生
徒
数
の
経
年
変
化
と
出
現
率
の
変
化

　

文
部
科
学
省
（
以
下
、
文
科
省
）
の
学
校
基
本
調
査
に
よ
れ
ば
、
児
童
生
徒
の
不
登
校
の
数
は
平
成
十
三
年

ま
で
は
急
増
し
て
お
り
、
そ
の
後
増
減
は
繰
り
返
し
て
い
る
も
の
の
、
減
少
傾
向
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
ま

す
。
し
か
し
、
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
は
小
学
校
・
中
学
校
と
も
増
加
に
転
じ
て
い
ま
す
（
図
１
）。

　

不
登
校
対
応
の
た
め
に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
以
下
、
Ｓ
Ｃ
）
が
、
平
成
七
年
度
か
ら
文
部
省
（
当
時
）

が
開
始
し
た
「
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
活
用
調
査
研
究
委
託
事
業
」
と
し
て
始
め
ら
れ
、
現
在
で
は
全
校
へ

の
Ｓ
Ｃ
の
配
置
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
文
部
科
学
省
に
よ
っ
て
平
成
十
八
年
度
か
ら
「
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
活
用
事
業
」
が
開
始
さ
れ
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
以
下
、
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）
が
、
地

方
自
治
体
ご
と
に
雇
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
Ｓ
Ｃ
と
Ｓ
Ｓ
Ｗ
が
非
常
勤
や
嘱
託
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日

常
的
な
対
応
を
行
う
た
め
に
、
地
方
自
治
体
に
よ
っ
て
は
不
登
校
対
応
教
員
を
配
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。

　

様
々
な
対
応
を
と
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
平
成
二
十
五
年
度
、
二
十
六
年
度
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図１●不登校児童生徒数の推移

(人)
不登校児童生徒の割合（平成26年度）
小学校　0.39％（255人に 1人）
中学校　2.76％（ 36人に 1人）
　計　　1.21％（ 82人に 1人）

中学校

合　計138,722
122,902

97,036

25,866
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図２●不登校児童生徒の出現率の推移

（％） 中学校
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出典：図１、２とも文献１より。



序章　�﻿﻿不登校の現状と取組み

4

と
も
に
増
加
、
出
現
率
も
中
学
校
で
は
平
成
二
十
四
年
度
の
二
・
五
六
か
ら
二
十
六
年
度
の
二
・
七
六
に
増
加

し
て
お
り
、
特
に
、
小
学
校
の
不
登
校
児
童
の
出
現
率
は
平
成
二
十
六
年
度
で
は
〇
・
三
九
％
と
過
去
最
高
を

更
新
し
ま
し
た
（
図
２
）。

　

そ
の
背
景
は
、
大
別
す
れ
ば
、
社
会
的
要
因
・
学
校
要
因
・
家
庭
的
要
因
・
本
人
の
要
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

教
育
改
革
に
よ
る
教
師
の
多
忙
化
、
発
達
障
害
児
童
生
徒
の
二
次
的
障
害
と
し
て
の
不
登
校
、
教
育
ネ
グ
レ
ク

ト
、
学
校
で
の
い
じ
め
や
学
級
崩
壊
の
問
題
、
保
護
者
の
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
様
々
な
要
因
が
複
雑
に
絡
み

合
っ
て
の
現
象
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

臨
床
心
理
の
専
門
家
と
し
て
は
、
要
因
や
背
景
を
考
え
る
こ
と
は
大
切
で
あ
り
、
そ
の
際
の
視
点
は
、
河
合

隼
雄
の
言
う
よ
う
に
「
じ
っ
く
り
と
取
り
組
む
べ
き
か
、
短
期
に
解
決
し
て
し
ま
う
の
か
、
期
間
は
ど
の
ぐ
ら

い
か
、
本
人
や
家
族
の
誰
に
焦
点
を
あ
て
る
べ
き
か
」
の
「
見
立
て
」
が
重
要
で
あ
り
、
本
人
や
保
護
者
、
学

校
に
ど
の
よ
う
に
助
言
を
す
る
の
か
は
、
原
則
は
持
ち
つ
つ
も
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
す
。

　

多
く
の
論
者
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
不
登
校
の
要
因
を
求
め
過
ぎ
る
と
、
責
任
論
に
な
り
、
学
校
や
家

庭
、
社
会
の
問
題
に
帰
結
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
要
因
を
探
り
、
そ
の
要
因
を
解
消
す
る
こ
と
は
必
要
で
す
が
、

児
童
生
徒
が
不
登
校
に
な
っ
た
と
き
に
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
を
行
政
、
学
校
、
保
護
者
、
そ
し
て
専

門
家
が
具
体
的
な
対
応
策
を
提
案
し
、
実
践
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

1）

2）
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不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
対
応

●
マ
ク
ロ
的
な
対
応

　

不
登
校
児
童
生
徒
の
問
題
は
、
自
死
や
ひ
き
こ
も
り
と
の
相
関
も
高
く
、
文
科
省
や
各
地
方
自
治
体
に
お
い

て
も
、
Ｓ
Ｃ
や
Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
派
遣
、
不
登
校
対
応
教
員
の
増
員
、
適
応
指
導
教
室
の
設
置
促
進
な
ど
多
様
な
施
策

を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
次
の
よ
う
な
対
応
が
検
討
さ
れ
実
施
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
一
日
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申
で
は
、
学
校
外
の
校
医
・
Ｓ
Ｃ
・
Ｓ
Ｓ
Ｗ
等
を

積
極
的
に
活
用
す
る
た
め
に
「
チ
ー
ム
学
校
」
と
い
う
理
念
を
掲
げ
、
学
校
教
育
法
の
改
正
を
行
い
、
二
〇
一

七
年
度
の
導
入
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
度
の
補
正
予
算
で
は
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
で
学
ぶ
児
童
生
徒
に
対
す
る
支
援
を
六
億
円
と

し
、
平
成
十
六
年
度
に
策
定
し
た
「
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
で
学
ぶ
不
登
校
児
童
生
徒
支
援
へ
の
支
援
モ
デ
ル
事

業
」
を
前
倒
し
し
て
、
低
所
得
者
に
対
し
て
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
で
学
ぶ
た
め
の
経
済
的
支
援
を
打
ち
出
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
（
適
応
指
導
教
室
）
の
設
置
が
各
地
方
自
治
体
で
六
割
で
あ
る
た
め
に
（
図

３
）、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
促
進
と
、
家
庭
訪
問
で
の
学
習
指
導
・
進
路
指
導
を
行
う
た
め
の
コ
ー
デ

3）

4）
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ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
な
ど
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

学
校
以
外
に
子
ど
も
の
居
場
所
を
作
る
こ
と
は
、

児
童
生
徒
や
保
護
者
の
孤
立
感
を
防
ぐ
と
と
も
に
、

学
校
や
社
会
復
帰
に
向
け
て
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て

と
て
も
有
効
だ
か
ら
で
す
。
学
校
に
も
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
に
も
つ
な
が
っ
て
い
な
い
児
童
生
徒
を

支
え
、
孤
立
感
を
防
ぎ
、
社
会
的
資
源
な
ど
の
情

報
提
供
を
行
う
た
め
に
も
、
家
庭
訪
問
な
ど
を
専

門
と
す
る
人
の
配
置
が
学
校
と
の
協
力
の
も
と
行

わ
れ
れ
ば
、
有
効
な
方
法
と
な
り
ま
す
。

　

チ
ー
ム
学
校
の
理
念
は
、「
知
・
徳
・
体
」
の

全
人
教
育
を
も
求
め
ら
れ
て
き
た
教
員
に
と
っ
て
、

負
担
感
や
多
忙
感
を
減
ら
し
、
医
療
・
臨
床
心

理
・
社
会
福
祉
の
専
門
的
知
見
と
ス
キ
ル
を
取
り

入
れ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
制
度
と
い
え
ま
す
。

図３●「教育支援センター（適応指導教室）」の状況

常勤（人数）　　非常勤（人数）　　計（人数）　　常勤（割合）　　非常勤（割合）

都道府県が設置
設置数

平成24年度：27
平成25年度：37

市町村が設置
設置数

平成24年度：1,279
平成25年度：1,249

計
設置数

平成24年度：1,306
平成25年度：1,286

24年度 25年度

200

150

50

0

100

人
数
（
人
）

100

80

40

0

20

60 割合
（
％
）

24年度 25年度

5,000

4,000

2,000

0

1,000

3,000

24年度 25年度

5,000

4,000

2,000

0

1,000

3,000

73.374.1

26.725.9

4422

3243

1179

4623

3424

1199

73.474.7

26.625.3

4254

3124

1130

4509

3368

1141

70.8

50.9

49.1

168

119

45

56
58 29.2

114

（　　　　　　　　　） （　　　　　　　　　）（  　　　　　　　）

出典：文献４より。
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し
か
し
、
不
登
校
対
応
も
い
じ
め
の
対
応
も
、
ま

ず
法
律
を
整
え
、
調
査
を
行
い
、
効
果
検
証
を
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
形
骸
化
し
な
い
た
め

に
は
、
不
登
校
児
童
生
徒
や
保
護
者
の
こ
こ
ろ
の

声
に
届
き
、
か
つ
、
学
校
現
場
の
先
生
の
多
忙
感

が
軽
減
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
場
の
先
生
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
学
校
の
実

情
に
応
じ
た
実
効
性
の
あ
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と

が
、
何
よ
り
も
肝
要
で
す
。

●
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
へ
の
対
応

　

平
成
二
十
六
年
度
の
中
学
校
一
年
生
の
不
登
校

生
徒
の
数
は
、
小
学
校
六
年
生
の
不
登
校
児
童
の

数
の
約
二
・
八
倍
で
す
（
図
４
）。
こ
の
傾
向
は

近
年
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
小
学
校
時

図４●学年別不登校児童生徒数（平成26年度）

(人) 小学生　　 25,866人
中学生　　 97,036人
　計　　　122,902人

38,242
34,834

23,960

8,515
6,649

4,4273,0032,0471,225

学年

40,000

20,000

10,000

30,000

0
中３中２中１小６小５小４小３小２小１

出典：文献１より。
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代
に
潜
在
化
し
て
い
た
も
の
が
中
学
校
に
な
っ
て
顕
在
化
し
た
、
ま
た
、
小
学
校
と
中
学
校
の
学
校
文
化
の
差

の
中
で
不
適
応
を
起
こ
し
た
、
と
い
う
二
つ
の
要
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
小
・
中
学
校
の
学
校
文
化
の
非
連
続
性
を
解
消
す
る
た
め
に
、
近
年
は
小
中
一
貫
校
の
設
置
な

ど
、
制
度
的
な
変
革
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
ま
だ
に
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
は
解
消
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

担
任
制
か
ら
教
科
性
へ
、
単
元
別
テ
ス
ト
か
ら
定
期
テ
ス
ト
へ
、
学
校
の
規
則
の
厳
格
化
、
部
活
動
で
の
先
輩

後
輩
と
い
う
縦
社
会
の
人
間
関
係
な
ど
、
中
学
校
の
文
化
は
小
学
校
の
文
化
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
発
達
的
に
も
、
児
童
期
か
ら
思
春
期
へ
移
行
す
る
難
し
い
段
階
で
も
あ
り
ま
す
。

　

表
１
、
表
２
は
、
二
〇
一
一
年
に
教
育
委
員
会
の
協
力
の
も
と
、
中
学
校
一
校
・
小
学
校
二
校
を
対
象
に
、

小
学
校
六
年
生
が
中
学
校
生
活
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
不
安
や
楽
し
み
を
持
っ
て
い
る
か
、
ま
た
、
中
学
校
一

年
生
に
は
、
中
学
校
の
不
安
を
ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
た
か
、
入
学
後
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
何
か
を
筆
者
ら

が
調
査
し
た
も
の
で
す
。

　

小
学
校
六
年
生
は
、
中
学
校
に
対
す
る
漠
然
と
し
た
不
安
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
未
知
な
る

こ
と
に
対
し
て
は
、
不
安
と
期
待
を
持
つ
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
不
安
と
期
待
は
表
裏
一
体
の
も
の
で

す
。
小
学
校
と
中
学
校
の
非
連
続
性
を
低
減
さ
せ
る
た
め
に
は
、
小
学
校
六
年
生
に
対
し
て
、
中
学
校
の
見
学

会
・
体
験
授
業
、
部
活
見
学
・
体
験
、
中
学
校
の
先
生
の
小
学
校
で
の
出
前
授
業
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

5）
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ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
一
年
生
の

調
査
で
は
、
中
学
校
の
不

安
を
乗
り
越
え
る
も
の
と

し
て
、「
友
達
」
を
挙
げ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
入
学
当
初
よ
り
「
構

成
的
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
グ

ル
ー
プ
」
な
ど
を
行
い
、

自
己
理
解
と
他
者
理
解
、

人
間
関
係
を
ス
ム
ー
ズ
に

行
う
体
験
型
学
習
を
集
中

的
に
行
う
こ
と
が
有
効
で

あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま

す
。

表１●�中学校に対する不安と
楽しみ（小学６年生）

（複数回答、N=126）

先生に不安をなくすためにし
てほしいこと
中学校説明会・見学 30%

部活見学・体験 19%

先輩との交流 19%

中学校の先生との交流 11%

いじめ対策 6%

学業 6%

その他 9%

中学校で楽しみにしていること
部活 50%

友達 24%

勉強 9%

行事 5%

その他 12%

表２●�不安をどう乗り越えたか、
うれしかったこと・楽し
かったこと（中学１年生）

（複数回答、N=169）

不安をどのように乗り越えたか
友達 49%

積極的行動 12%

先輩 12%

部活 9%

勉強 7%

その他 11%

中学校でうれしかったこと・
楽しかったこと
友達 57%

部活 22%

先輩 8%

先生 5%

勉強 2%

その他 6%
出典：文献５より。
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